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令和 2年 10 月 5 日発行  文責 校長 副島 和久 

感動の多良小運動会！ 
多良小学校では、10 月３日（日）に運動会を行いました。おかげで天候にも恵まれ、

充実した運動会を行うことができました。 

 

結果 応援優勝  赤組 

   総合優勝  赤組 

 

結果は、赤組のＷ優勝となりましたが、応援合戦

も競技点・態度点の得点も本当に僅差であり、最後

の最後まで手に汗を握る展開でした。勝負事ですので、勝ち負けはありますが、「優勝できたかどうか」

ということだけではなく、そこに至るまでの努力や苦労、そして、当日の達成感、やり遂げた喜びや悔

し涙などの全てが子どもたちの財産になると思います。４月から見てきて、今年の６年生が最もかっこ

いい瞬間であったと思います。この頑張りをぜひ今後に生かしてくれることを期待しています。また、

来年度は、今の５年生がこの素晴らしき多良小学校の伝統を引き継いでくれることと思います。 

黄組              青組             赤組 

 

 

当日に至るまでの取組の中でも、子どもたちの取組には、いろいろとドラマがあったようです。それを

乗り越えて、今日の日を迎え、運動会当日、子どもたちが一生懸命に走る、踊る、演技する姿には私たち

の心を打つものがありました。また、応援リーダーのように前に立って、全体を引っ張るだけ

でなく、地道に係の仕事をやり遂げ、運動会を陰から支えてくれたみんなも素晴らしかったと

思います。おかげで、予定通りのタイムスケジュールで運営することができました。 

また、テントの中での下級生への整列や応援の声かけ、応援リーダーがいないときの旗振

りなど、６年生を中心に全校の子ども達みんなが全力でがんばった運動会でした。 

学校HPもご覧ください 

赤組団長の松本結奈さん 

副団長の千晶さん、葵羽

さん、応援リーダーの愛

妃さん 

流行りの「クリティカルヒット」に乗せて、
大切なメッセージを何度も繰り返す構成が

とてもよく、印象に残りました。 

オープニングの旗の使い方や団長の独唱
など見所たっぷりの演技でした。ＮＨＫ大
河ドラマ的なスローガンもよかったです。 

５年生リーダーの見せ場をつくるなど、
全員が活躍できるような構成で、リーダ
ーと全員の一体感があり、よかったです。 



また、当日は、新型コロナウイルス感染防止対策として、参観者の入場制限をさせていただくことと

なり、また、参観者も検温、アルコール消毒、名札の着用、名簿確認などいろいろとご負担をおかけする

こととなりました。特にＰＴＡ各専

門部の皆様には早朝から受付、駐

車場整理、受付、会場見回りなど

を行っていただき、また、競技中

は、写真記録などもしていただき

ました。ありがとうございました。        

保護者の皆様のご理解とご協力のおかげをもちまして、今年度も、とても充実した運動会を開催す

ることができたことを教職員一同、大変嬉しく思っています。２学期は、このあとも、10 月 21,22 日に６

年長崎修学旅行、10 月 28,29 日に５年黒髪宿泊学習、11 月 21 日の日曜日には「たらっ子学習発表会」

を予定しています。引き続き、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

多良小学校 運動会の中から、開閉会式の様子と低学年、中学年、高学年の団体演技を紹介します。 

西日本新聞「ヤング川柳」に紹介されました！ 

 多良小学校では、今年もヤング川柳に取り組み、西日本新聞に応募しています。９月 18 日と 25 日付

けの西日本新聞に【次点】で、２人の作品が紹介されました。お題は「ぴょんぴょん」とイメージ吟でした。 
 

【次点】昼休み 縄とびダンス トライする    ５年１組 田中 かのん さん 

【次点】つきの上 うさぎとおてだま たのしいな ２年１組 津田 柚希 さん 
 

温かいお話です！ 子どもたちも大喜びでした！ 

先日まで教育ボランティアで多良小学校に来てくれていた佐賀大学生４名が運動会当日も駆けつけて

くれ、係の仕事を手伝ってくれました。中には、午後から大学の講義が入っているにもかかわらず、手伝

いに来てくれ、終わるとともに佐賀に戻られました。 本当の意味での「ボランティア」だと思いました。 

ＰＴＡ体育部の皆さんには早朝から受付業務を行ってもらいました。 


